
【予告】 
令和 7 年度実施入試からの美術学部・美術研究科のアドミッションポリシーは
以下のように変更されますことをお知らせいたします。 
 
 
【美術学部】 
美術学部では主体的かつ継続的に技能や表現力を向上させる努力とともに、創造性を高め
るための幅広い分野の学修を継続できる人材を求めています。ディプロマ・ポリシーに適う
人材を選抜するために、大学入学共通テストに加え、個別学力検査を行っています。 大学
入学共通テストにおいては、入学後に必要とされる知識のレベルを判定し、個別学力検査に
おいては、入学後の専門教育を行う上で必要な能力を審査する実技試験等を実施していま
す。この個別学力検査では、技能に加え創造性や表現力等を審査しますが、実施にあたって
は各科および専攻の特性を最大限に尊重した内容としています。 
各科および専攻が求める入学者像は、カリキュラムマップの「求める入学者像」を参照して
ください。 
 
 
【美術研究科修士課程】 
美術研究科修士課程では、学士課程と比較して、より高度な専門性・創造性・独創性を身に
付けるとともに、幅広い視野から芸術を理解して、国際的に活動できるような人材を求めて
います。選抜試験は、各専攻の特性を最大限に尊重した内容となっており、学力検査（筆答
試験・実技試験・口述試験等）、面接、提出物（作品ポートフォリオ・論文等）を総合して
選抜を行っています。 
各科および専攻が求める入学者像は、カリキュラムマップの「求める入学者像」を参照して
ください。 
 
 
【美術研究科博士後期課程】 
美術研究科博士後期課程では、修士課程等と比較して、より一層高度な専門性かつ独創性を
もつ制作や研究を達成し、国際的に活動するとともに、社会にその研究成果を還元できる人
材を求めています。選抜試験においては、修士課程等で習得した能力を審査するために、提
出作品または論文・小論文・語学能力審査・口述試問等を行い、その結果を総合的に判断し
て選抜を行っています。 
各専攻が求める入学者像は、カリキュラムマップの「求める入学者像」を参照してください。 
 
 
 
《参考》カリキュラムマップについて 

https://www.geidai.ac.jp/wp-content/uploads/2013/07/b646fe7440db5f77925f6ff161f2b6d0.pdf

